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６  男女間の暴力を防止するために必要なこと 

男女間における暴力を防止するために必要だと考えることを聞いたところ、「被害者が

早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」が 68.0％で最も多く、次いで「家庭

で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための教育を行う」が 63.4％、「学校・大学

で児童・生徒・学生に対し、暴力を防止するための教育を行う」が 59.6％、「加害者へ

の罰則を強化する」が 57.5％などとなっている。（図 6-1）  

 

問 31 男女間における暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと考えます

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも）  

 

図６－１ 男女間の暴力を防止するために必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 
被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす

家庭で保護者が子どもに対し、
暴力を防止するための教育を行う

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、
暴力を防止するための教育を行う

加害者への罰則を強化する

メディアを活用して、
広報・啓発活動を積極的に行う

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、
コンピューターソフトなど）を取り締まる

暴力を振るったことのある者に対し、
二度と繰り返さないための教育を行う

被害者を発見しやすい立場にある警察や
医療関係者などに対し、研修や啓発を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、
イベントなどを行う

その他

特にない

無回答
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